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+1グラフで見る市の家計簿
なI 63年度、決算を公表します…・・…'2-4

塁|億康メモ 5 

2月16日-3月15日
市県民税の申告…...・H ・-………….6・7

2月の閉庁土曙日lよ、 108(第2L81!: [J 
と248 :，jH j・B/;'II )で r

1，800人がバレード

-消防出初め式

.1二III!li H'i ~JnH初j夕、八ゥ 1 H2111、H'i~}jI-Jl 

II、州人別I;}j除， fJJ!I~m防ク F ブ仇・どが:診

JJIIしてifJリLましたo 11' 1& 1 II.f liiJ. {l-I，，]J j' 

~ilìíl を総勢1 ， 800 人がll\'je. i縦型f.ri泊。1合事長

て 1:111公l叫，みで、 J;.:;ぜいの ili!(がは~.i:.Q 

11' を七~~~と tli11'パレード.iil'll、はし .:'1長

リや火H'iL ').，iilなどもや抗日さHました.

市民の動会 (lnl lJ~礼作 }総人 11119 ， 271 人(..，.61 ' LU;';i;:欽38，708( .f. 44 ) ( )内はlIiJJJ ltです.



-一般会計決算

グラフで見る

市の家計簿

昭和63年度一般会計、特別会計、公営企業
会駅の決鱒ガ市語会で認定されましたので、

その内容を公表します。一般会計I~、収入総

額235傭388万円、支出総額230・2.5日万同
で、差し引き40琶7.835万円の黒字決鱒で終7
し、これを次年度ヘ繰り越レまレ疋。悶年度

と出版すると、 収入総額では0.7%、支出総額
でla1.2%の減に。 特別会書十Iel:、各会加とも断

固どおりの貌行で、黒字で決算を終了しまし

定。3:~、公営企業会計lこついては、水道事

熊は凪字決算で終了しまし主主ガ、度院，，~儀で

は、出笠敏の涼などにより赤字決算となりま

した。

@万円未満は四揺五入してあり~'Q'0 

-住民負担
人口 117.987人

世帯数 37，735世帯

広報うえだ2.2. 1 [2] 
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主

な

使
い
み
ち

I>l長野大学学制新般に縄問一 7.000万円
1>(悶〉浅間テフノポリス開発機縄出資金

・・ 1.472万円

1>(稼〉テレコム・ユー出資金

・1.650万四

b生活保......・H ・-……..3・9.706万円
I私立保育所ヘ…・………3傭5.022万円
t老人福祉施般入所蓄のだめ!と

…3億4.873万円
b精神薄弱者施政入所者の疋めに

…2繍4.029万円

1>じんかい、危険物収集要庇料

…1健5，705万円
b老人保健..(芭橿倹膨〉

・・・1億 760万円

1>非嫡酷主飽夜良s."..・H ・.9.126万円
‘団惇営土地獄良総合聾備.銀

〈ゆ吉田、由分〉…....・H ・-… 8.989万円

[>震禦バイオセンターの錨股怒傭

. 4.762万円

，同園副叫

[>申小企自民磁貨のために

・12繍5.232万円

b商工銭の綴興勘成のだめ1こ
…H慧5.938万同

1 主'長 CII
ひ道路のd(良線護....・H ・'11118.488万円
[>街趨鐙傭・....................4.8.573万同

1>市営住宅の建て笛え〈平曲切回熔〉

・・・2鑓7.686万円
[>河川のa修…....・H ・-…・・2偲 300万円

[ 教育戸 I 
1>第六中学後の盤備(ブール忽ど〉

…'1117.947万円
1>111i!S託会惨育館の建段

・・…・1億2.990万同
[>沼尻小学絞の股曾改築

…1憾 48万円

一一一一一一一一一一一← 一一一一一一一一一一一一
-特別会計決算

C31 広緩うえだ2.2.1

事業名 収入清額 E
 

土地取得事策 1慢9.760万円 1傭9.312万円

塩固有線虫送電話事熊 5.345万円 4.964万円

由民健震保険事禦 45憶 567万円 42櫨8.654万円

受通災害共済事援 3.922万同 3.513万円

福祉事業センタ一事禦 1憶1，877万円 1繍1，826万円

老人保健事業 43億3.073万円 42億8.693万円

農業集落排水寧熊 2憶4.009万円 2傭4.003万円

問羽飽区住宅新築資金等質偲穆鍵 3憶8.353万円 3憶6.822万円

公英下水道事態 23億5.956万円 23億4.775万円

〈合 計) 122億2，862万円 119億2.562万円

~'t各穆療のあらましは 4 ページをご覧ください



土地取得事業 1'-.. 1塩田有線放送電話事業
-土地取得状況 -加入戸数

[>(半数 2件 3. ~62/; 

!> t(tj fu :l，30:l ll1 -通話交換回数
!>令割Il 9 ， 3 1~ 万円 8.6J.l1凶

'llI'N句l

.......，，_ "J  .......，，_ .......，，_ 

交通災害共済事業卜¥

・加入状況

l> IJII入行政
j()3，649人

t〉 jbt丹後~(;;~，{へ

il..147 Jil'l 

・見舞金支給状況

¥ 

[> 1'1:数 ~1~付

!> H~Sil 3.057 hJlJ 

¥ 

福祉事業センター事業I'

・剥用状況

1>延へJiIJfn折数

1~.5n人

1>作業 U~

1i.213 }jJ1J 

老人保健事業 '" 

・医療受給者数

10.827人

a受給;明イ.}9 . 1 ~()1 

・医療費給付状況

t> ('I'JZ< 18(l.'15:m 
i> '{'/JIJ"MI 

・l:lmS.625JiJlJ 

"- 三〉

同和地区住宅新築1"，
資金等貸付事業

・貸付状況

!> ('1: tli ) 9 (1 
:>t't付税}
7.!15()}jJll 

.......，，_ 

国民健康保険事業

・加入状況

!> 11J:':!ii fi 1 S. 3521!l:':I'，' 
b 被保険台数 3S . 3~)!t人

・保険給付状況

1> ('1・i!J. 250.9Hlけ:

t>iHIJ都( 391.e: 1.797 Jj Pl 
・受診率

fド附一人diたり 5.; 1'1 

・高額療祭賞童書付状況

1> ('1・1& ~.4 11gr'l 

b給付紙 2@6.U95Jjlll 

公共下水道事業 '" 

・普及の状況

1>処♂'lllメJ舟人11:13.6()()人
( jlf及ft¥ 21¥.5% I 

1>処.fl1H.{lJkI'1& 11.742/' 
I t~Ji'ド :31. 1 %1

・3慎重量の進ちよ く状況
!>処駅前ifii 667h8 

1 ~!llIiW 66./¥%) 

!> jli水w延1t 110，15草川
I ~:，~11il時'. 68 . 8~()) 

・事繁実施状況

，~:き二、処J'IlJ品i!l ，;'~ 'l~ t./~ 

1!il.ul.1481)[l1 

1"'-， 

¥ 

農業集落排水事業

・事業実施状況

1>1"純j也l正'i'i'Y帯、
処JI.j!)，詰!む~~:m
1[0.8.111 }jlr] 

b仁川IIJ邑レt公

i主央臨ぷ“1':¥
11'1北
2.i87liPJ 

¥ '-...1 '-... "'J "..:.. ?ち、

-公営企業会計決算

収入 支出

収 企業名
{予算術) (・予算額)
.....・・e守申申，ー'・ーー...ー・ ....-骨・ 4・.・-_..

益 (決然有目) (決算鎖)

的
産院事業

~W:2 .1i55 Ijl'l zf込~ . 655Ii Jl I
ー・・‘ ー・..ー.--ーー・ 4酔

ー，ー...・，町._.・ー・ ー
収 :!(立J.326Jilll 三i.L'.2.285 JiJ11 
支 1!i(.(U.90oJiPJ 15W 1. iX:l IjP) 
水道事業 ...・ 4跡事----・・・・・ 4・・...-・-_..・・ +ー・ーー・ 4・...・4幽

151.i?a. 2115)} I rJ l!'ile !iOOJiIlJ 

収入 支出

資 企業名 (予算術) (予fl紋)
-ーー---_ー・----ーー.. -・ー・・・ーキーーー..ーーー..嘱

本 (決算額) (決勢.紙)

的
産院事業

:，;)5IiPI i5¥l/J11J 
..・---_・・-.._-ー・・ーー ーー...ー-----・ーーーー，ー

ヰ立 :~55Ii Il J ï!i~) Ijll) 

支 ii(，Ul.li9JiPl xl.Q:Uli9 IJ 1') 
水道事業 -ー・ーー・ー-ーーー_---_司.. -ー・ー・・ー..._ F司・."ー.. 

5(.ù l . ~!i()Jjjl) 時lQ:l.i(i2Ijl'l 

事業の
あらまし

!>t!'ül 仁 'J~ 361'1: • :Hu.2.11lli 
)jJlJ 

広草買うえだ2.2. 1 [4] 



企
健
康
メ
モ

成
ま
ー人ず
繍病

農工
き人 IJ.JJ 

臨は
て

が
ん
、
心
臓
州
、
腕
h

小
中
な
ど
の

成
人
・
制
は
紋
初
、
山
H
党
副
状
む
な
く

知
ら
な
い
附
に
病
気
が
准
ん
で
い
る

こ
と
が
少
な
〈
あ
リ
ま
せ
ん
。

何
の
山
枇
救
も
な
い
と
き
に
病
気
を

み
つ
け
て
、
治
療
す
れ
ば
治
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
.
ま
た
、
成
人
病
は

wm川
病
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
生
話
料

慣
に
影
脅
さ
れ
る
む
の
で
す
.
病
気

を
H
十
〈
発
見
す
る
た
め
、
帥
出
山
明
除
断

を
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
弘
い
.

A-病気
を
早
期
発
見

。
早
川
刷
従
兄

H
十
則
的
山
町
で
隠
れ

て
い
る
病
気
を
際
い
・
ー
ら
に
み
つ
け

る
@
ハ
必
期
的
に
受
け
る
よ
と
で
、
こ

れ
か
よ
の
ル
λ
前
で
ど
ん
な
、
}
と
に
注

な
し
て
い
勺
た
・
り
よ
い
か
の
目
安
を

知
る
e

A
V
健
康
な
時
に
-
』
そ

帥
時
以
診
断
を
受

1
4け
れ
ば
い
け

な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
『
A
，は・
rι

%
と
か
ら
」
「
他
胤
に
は
山
仰
が
あ

る
』
「
什
引
が
忙
し
く
て
‘
と
か
い

っ
て
他
山
診
断
を
受
け
な
い
で
い
る

と、

uf
〈
梢
討
を
み
つ
け
る
チ
『
ン

ス
を
逃
す
ば
か
リ
か
、
子
巡
れ
と
い

う
こ
と
に
も
な
リ
か
ね
ま
せ
ん
.

「自
分
は
餓
脱
だ
」
と
い
う
こ
と

を
付
協
同
船
す
る
立
味
で
も
、
年
一
回
は

位
脱
冷
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
・

A-
=一
+
歳
代
か
ら
受
鯵

他
山
山
時
制
を
受
け
る
年
舶
は
.
次

を
参
々
に
し
て
く
だ
さ
い
.

①
刊
快
怜

t
三
十
九
以
か
・
り
⑨
礼

M
倹
m吋

un--
-r此
か
ら
①
怖
が
ん
倹

訟
E
間
十
必
か
・

μω
し
〈
叫
検

u
m
H四

十
成
か
・
句
⑤
f
叫
が
ん
検

S
E一ニ十

段
か
ら
@
一
般
他
山
明
珍
伐
(
総
本
他

府
み
tw.
，
H

洲

l
ぷ
か
・
り

A
V
年
に
一
度
は
健
康
鯵
断
を

U

帆
州
場
で
州
問
山
峨
4

印
刷
や
人
川
ド
y
ク

を
一
行
っ
て
い
る
肌憎んい
は
‘
瓜
ん
で
受

け
ま
し
ょ
う
。

職
場
で
や
っ
て
い
な
い
斡
恰
(
例

え
ば
円
検
作
、
ヂ
叫
が
ん
検
怜
な
ど
}
、

受
け
る
機
会
の
いな
い
12附
な
ど
の
符

さ
ん
は
、
上
川
市
が
一
行
っ
て
い
る
位

収
拾
断
を
受
け
る
よ
・
つ
に
し
ま
し

t

う
・
ト
一
川
市
で
は
、
一
川
町
帥
同
時
吟
伐

(
山
仙
川
本
他
府
拾
が
)
は
市
内
の
哨
医

院
で
.
千
円
が
ん
険
吟
は
市
内
の
胤
印

刷
人
件
柑
似
院
で
.
い
つ
で
む
タ
け

る
・
』
と
が
で
き
ま
す
.

円
検
玲
、
乳
川
町
検
伶
、
大
腸
検
鈴
、

一
Mm他
山
恰
先
は
、
阿
川
に
一
抗
し

て山中

L
込
み
を
と
リ
ま
ず
.
ま
た
、

肺
が
ん
検
協
同
は
今
年
の
九
日
ご
ろ
に

広
報
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
.

予
防
で
き
る
成
人
病
を
知
ら
ず
に

悉
く
す
る
ニ
と
が
な
い
よ
う
、
一
年

閉
め
他
府
拾
断
の
叶
内
を
と
て
て
、

定
期
的
に
受
け
る
ニ
と
が
何
よ
り
し
〈

切
込
・

τ』て
1

マ
問
い
合
わ
せ

保
健
F
仙
紙
{
内
州
1
3
7
6
)
⑩ 

固

法人市民税

闘 の|
コ[-[ナ|ー

法
人
に
は
、
体
式
公
判
、
小
制
限
会

社、

A
H
資
会
社
、

A
H
名
会
判
別
、
協
同

組
介
、
医
療
法
人
な
ど
が
あ
り
、
ニ

れ
ら
の
法
人
に
対
す
る
税
に
は
、
側

人
の
所
得
税
に
相
当
す
る
法
人
後
の

ほ
か
、
法
人
引
け
業
税
、

法
人
川
町
民
鋭
、

法
人
市
比
例
な
ど
が
あ
り
ま
す

ニ
ニ
で
は
、
一
一
般
に
な
じ
み
の
薄

い
法
人
に
対
す
る
似
の
小
で
、
法
人

市
民
悦
に
つ
い
て
品
川
し
主

r・

-
納
税
総
務
と
申
告
納
付

法
人
山
比
例
は
、
市
内
に
本
町
、

文
山
川
、
山
川
別
所
な
ど
が
所
似
す
る
-T

べ
て
の
法
人
に
納
悦
災
務
が
あ
り
ま

-
す
.
ま
た
納
伐
の
い
刀
法
は
、
以
刷
と

-
し
て
法
人
の
決

nHの
・
一
か
川
後
ま

自
で
い
、

円
ら
れ
州
り
し
た
純
似
を
鰍
定

-
巾
山
山
内
の
叫
州
と
川
川
川
に
、
納
付
す

』
る
ニ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
.

一
な
お
他
に
.
山
川
何
十
の
削
悦
舶
仰
の
-
一
分

め
て
ど
注
小
で
納
付
す
る
予
定
巾
行
、

似
決
れ
に
よ
る
似
舶
を
山
中
川
で
納
付

す
る
小
山
中
作
な
ど
の
制
度
が
あ
リ

ま
寸
の
で
、
-
小
川
な
山
…
は
市
民
純
川
崎

へわ
M
J
ね
く
だ
さ
い
.

-
税
事
は
:
・

法
人
市
民
悦
に
は
、
法
人
的
資
本

金
な
ど
の
加
と
従
業
物
数
に

k

て

定
め
ら
れ
て
い
る
均
等
川
、
法
人
縦

舶
に
一
定
の
取
を
剃
じ
て
材
料
出
寸
る

法
人
税
川
が
あ
り
.
そ
札
ぞ
れ
次
の

よ
J

に
な
て
い
ま
す
.

マ
問
い
合
わ
せ

山
民
税
ぷ
(
内
線
1
2
8
6
}

50人以下50人組7.

7 

上国市の法人市民税法人税制の率

3 . 600 . 000 JI 1 
2.100.000PJ 

480.000PI 

180.000JlI 

144.000PI 
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M

域
従
象
者
裁
は
上
田
市
内

に
お
け
る
人
欽

( 51 



ぷ
切
り
の

2
月
何
日

j
3
月
何
回

申
告
会
場
は

2月20日伏}

2月21臼休j

2月22日制

毎回解放会館

省図解級会館

館.<>.. :n; 図塩

今
年
も
市
県
民
税

・
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

期
聞
は
二
月
十
六
臼
働
か
ら
=
一
月

+
五
日
制
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
大
変
混
給
し
て
長
時

間
必
待
ら
い
た
だ
く
う
え
、
落
、
m
M

い
て
裕
人
以
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
いな
お
、
例
年
市
役
所
市
民
税
限
で

行
っ
て
い
ま
し
た
申
告
棺
絞
会
渇
が

本
年
か
ら
上
回
市
民
会
館
(
よ
関
城

跡
公
園
)
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、

お
問
官
邸
え
の
な
い
よ
う
ご
注
場
く
だ

さ
い
・

出
張
相
談
の
ご
利
用
を

山叩
h
H
さ
れ
る
併
当
ん
の
利
州
民
を
考

え
て
、
山
で

u
'Maれ
の
U
れ
で
山
山
掛

川H
れ
ベ

i
'
l
、

十

E
h
-
-
ι
4
，Y
J
h，
士
川
M
V

'
T
、w
t
一，
1

L
l
J
I
ll

'
Hリ

"e
o
，，d
H吋

で
山
叩
小
川
小
『
ハ
ゐ
よ
・
六
お
納
め
し

*4F34 
-
仰
山
ル
川
公
川
明
C
山叩
行
で
き
れ
U

か

っ
た
人
は
、

-
川
市
民
公
館
で
三
川

卜
h
N
州
主
で
に
山
山
い
を
泊
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

な
れ
、

M
L川
附曜
日
ニ
タ
.
h

，r
'
Q

A

-

1

-

4
j
u
-
-

iR

-

-

地
.恨
の
人
は
‘
山
WI
N
-

K
川
市
民
会

航
で
の
小
川
H
H
J
、
ふ
一叫
ん
約
で
、

J
飢
ぷ
く
ど
さ
い
.

2
月
か
ら

i
*

[6J 

政
治
家
の

寄
附
に
罰
則

7 広緩うえだ2.2.

公
職
選
挙
法
の
:改
慣 正
で

公
肌
泡
必
小
松
か
改

J
H
5
1、
一
川

一
日
か
ら
尖
泊
さ
れ
ま
す
.
改
正
の

・
よ
さ
な
れ
立
、

フ
金
の
か
か
ら
な
け
蛍

-

A
f

:

t

3

3

J

・‘
i

学
」
を
尖
m叫
す
る
た
め
、
政
治
家
や

後
県
柏
会
な
ど
に
よ
る
寄
附
行
為
の
於

-
M
胤
ハ
泌
が
俗
化
さ
れ
た
司
』
と
で
す
.

・
政
治
稼
(
候
蝿
補
者
、
候
術
者
と
な

ろ
う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る

者
)
は
寄
附
を
す
る
と
処
罰

8
れ
ま

す
/
.政
治
泌
が
泡
併
以
内
で
市
附
を
す

る
・
』
と
は
、
ど
ん
な
れ
臨
で
す
る

L

の
で
あ
巧
て
む
公
止
さ
一札
て
わ
り
リ
‘

今
川
か
・
サ
別
刷
の
刈
紋
と
な
り
ま
す
・

ま
た
、
後
叫
ん
以
が
化
給
‘
作
曲
問
、

Mm

悦
な
ど
を
山
寸

E
処
川
竺

t
-
1

-
骨
骨
附
を
強
要
す
る
こ
と
も
処
罰
の

対
象
に
な
り
ま

す

/

れ
比
刊
行
山
町
政
治
不
に
山
市
附
全
米
市
川



;市
!県 i
l民 ;
税 1
.の j
i申 ;
三Eュ:

山口
治
会
を
地
仁
て
お
配
り
し
た
「山

県
民
悦
の
山
叩
引
け
に
つ
い
て
」
、

「
山
県

民
税
中
行
代
川
」
的
内
芥
を
ご
白
い
た

ど
き
、
収
入
の
多
少
に
関
係
な
く
中

山
山
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば

:

V
二
つ
の
下
業
所
か
ら
給
与
を
交
け

て
い
る
人

V
給
与
の
ほ
か
に
年
余
や
魁
給
な
ど

を
受
け
て
い
る
人

V
山内た

・
内阿世品

・
不
動
派

・
配
当

-

A
絞
引
所
持
な
ど
が
あ
る
人

(脱)スパイクは
) あなたから⑮

スパイクでは

恥ずかしい

V
年
金
や
川
必
給
な
ど
の
受
給
切
で、

u
n
会
保
険
料

・
仇
命
保
険
料
時
除

な
ど
を
交
け
よ
う
と
す
る
人

V
災引一
い
(
火
災

・
山
川
悦
他
}
に
よ
る

柑批
判
制
仲
間
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

V
Mnω
旅
行
持
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

V

一つ

の
引
業
所
か
ら
の
給
与
所
得

ど
け
の
人
で
、
そ
の
引
業
所
か
ら

山
一
役
所
へ
給
与
ぶ
払
鍬
山
川代
け
が
捻

山
さ
れ
て
い
る
人

申
告
は
お
早
め
に

人な
お
、
生
命
似
険
料
、
阪
療
仰は附問

除
な
ど
金
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

飢
収
♂
ま
た
は
紙
川
川
か
必
袋
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
一
目
立
く
だ
さ
い
。

~装着率3割以下に~
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・

・

・

.

-

-

j
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• 
・

・

・

V
所
作
鋭
の
俳
附
定
山
・
作
を
従
山山
し
た

、、
s
J
 

主
婦
の
パ

l
ト
減
税

千
成
心
師
十
分
よ
リ
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
の
給
与
収
入
が
れ
.
力
川
ま

ぃ巾
で
は
一
月
九
日
、
今
シ
ー
ズ
ン

ニ
凶
け
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
淡
泊
中

謝
伐
を
行
い
ま
し
た
@
叫桁
m
ボ
は
金
山

千
灼
で
こ
ん

・
五
%
で
、
昨
年
の
州

一
%
を
大
き
く
ド
凶
り
ま
し
た
。
ピ

ー
ク
め
昭
和
六

一
年
か
ら
み
る
と
三

分
の

一
に
ま
で
減
少
し
、
脱
ス
パ

イ

ク
巡
動
が
ぷ
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
怜

・
粉
じ
ん
は
健
康
に
悪
影
響

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
袋
治
山
中
が
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
粉
し
ん
の
被
んれ

は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
“
粉
じ
ん

は
術
や
尚
n
川
を
汚
す
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
の
他
山
械
を
も
微
か
し
て
い
る

の
で
す
。

で
の
人
は
、
犬
の
配
偶
者
特
除
が
交

け
ら
れ
ま
す
。
川師
以
徴
以
筑
を
は
れ

し
て
み
ま
し
ょ
-
7
0

※
お
願
い

保
打
倒
へ
拠
出
す

る一札
川
を
お
叩
抗
さ
れ
る
人
は
、

必
ず
中
件
相
談
叫
に
判
出
者
へ

お
山・
し
山
く
た
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

マ
二
月
十
五
日
制
ま
で

1
市
代
後
諜

(内
線
1
2
8
1
1
1
2
8
4

ム
制
的
側
②

0
6
1
1
)

マ
二
月
十
六
日
掛
i
三
月
十
五
日
同

l
上
則
市
民
会
館
巾
作
会
場

(
合

@
4
1
0
0
)
 

例
制
境
庁
が

一
昨
年
発
京
し
た
、
ラ

ッ
ト

(
ね
ず
み
)
を
使

勺
た
災
験
結

決
で
は
、
粉
じ
ん
が
酬
に
沈
仏
心
し
た

リ
、
肺
め
組
織
が
叫
く
な
る
税
象
(綿

織
化
)
が
判
明
し
ま
し
た
。
総
統
化

は
怪
皮
で
も
好
ま
し
く
な
い
抗
状
で

あ
り
、
人
的
階
以
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

・
「
ず
く
だ
せ
運
動
』
実
施
中

二
月
米
ま
で
は
川
町
下
一
斉
の

「
脱

ス
パ
イ
ク
ず
く
だ
せ
巡
動
」
が
山
犬
地

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
っ
て

い
る
皆
さ
ん
、
こ
ま
め
な
は
訟
昔
、焼甘え

や
ピ
ン
抜
き
を
す
る
な
ど
、

一
人
ひ

と
り
の
尖
行
で
粉
じ
ん
公
当
を
な
く

る
こ
と
も
然
比
さ
れ
、
政
治
家
の
当

巡

(織
選
挙
俄
)
を
火
わ
せ
る
は
的

で
求
め
る
と
処
泊
さ
れ
ま
す
。

圃
政
治
家
は
年
賀
状
な
ど
あ
い
さ
つ

状
を
出
せ
ま
せ
ん
/

向
的
阜
の
も
の
を
除
き
、
年
・判以状

時
般
の
あ
い
さ
つ
状
を
山
せ
な
く
な

り
ま
し
た
。
叫
織
も
げ
同
じ
で
す
ロ
そ

の
ほ
か
、
街
料
の
あ
い
さ
つ
広
行
を

山
す
と
処
附
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
法
改
正
の
セ
U
H
を
ご
政
似
附

さ
れ
、
き
れ
い
な
巡
併
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
a

-
問
い
合
わ
せ

選
学
昨
日
死
委
川
会

事
務
局

(
内
総

1
6
7
1
)

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
生
前
環
境
剤
師
(
内
線

1
3
8
9
-

で
は
、
ピ
ン
抜
き
機
を
い
燃
料
で
お
代

し
し
て
い
ま
す
。

スパイクタイヤ装着率経年変化
lω%1B9.0 (市内平均)

ス

イ
ク
タ
イ
ヤ
裟
婚
率

Z
年
1
月

元
年
1
月

7 

回
年
1
月

広報うえだ2.2.

川
町
年

i
月

制
年

1
月

7S 

50 

25 

(7] 



新成人はつらつ
00九ゃん、どうしてる? などとい

った会ぷが成びかいますo 'J'bI1:21tのh文人

式が11] 1511. 11; J (会館で1，200人あまリ

か/11，おしてI::jf1'i l ;主した. 今 {I・の ~i成人Iま

1，887人式では、 jl'II渇J.llあ1ぅ)'J・Ijによる火

消し太必の削{炎、 A<~I f'・t! j'l< らによる *fi宇な

どが~j'われ主した。

アヴf転んじゃう
1111伝fIには、大勢の・4正弘j!lihでlこ8わう
dil亡の様スケ 卜J仇 -Jj、・11.11はj虫uの
ように iソl、J也Jj0')/) 、，γ:~tヵヘ乍 íl三ごとにス

ケート数本に.IJiれ、リンクlirどむたちの
倣~JH でに 3・やカ・です。いれ'!.I J: 1 !118 11 ) 

みんなで食べよう

鋭いた士ゆ1:.(ヰとのお}を主るめたらの)

i-食べて、 )!I.~:iJi4.~.災ヰ.m ゐどんど焔き。今

年も 1JJ 15 11、dil句作地でij'われました。

ニニ、 iと':hJ也lぷでIj， 'r.，iil' 1 1(ニ Hわれ、 ~Jpの

.+:につけた色とりどリのま1)):1:'を、 f-ども

たちとお年~~f りとか慌しく鋭いていました.

そら焼けだ

秋
和
(
字
柿
ノ
木
・雪
奪
回
)
の
一
部
で

(8J 広報うえだ2.2.守

区
画
整
理
事
業
の

現
況
測
量
を
実
施

2
月
か
ら

内
部
隊
害
者
に
も

迎
貸
別
り
引
き

内
叫
附
陣
巾
札
口
{
心
臓
、
ヒ
ん
験
、
呼

吸
俗
、
ば
・
す
こ
う
ま
た
は
い
れ
勝
、
小



ま
し
た
の
で
.
よ
く
党
え
て
い
ま
す

一

ニ
の
日
は
む
徐
の
八
月
卜
開
け
て
し

ピ
.
文
相
ド
ト・
)
-K
.
M
L
J
徐
リ
、

sr川
向

1

1

・
y

i

d
-

P

F
l

a
t
-

に
ぬ
川
を
み
る
と
水
ほ
か
か
っ
て
な

い
は
ど

mえ
て
い
ま
し
た
・
山
川
山
芯
的

に
危
な
い
と
思

っ
た
の
で
寸
が
:・

そ
の
・7
九
に
、
泌
川
内
必
作
が
け

γ
ら
れ
、
九
ト
A

を
や
.ベ
ト
ん
を
か
J

#
・

た
中
九
件
酬
が
品
川
ら
£
し
た
ω

ニ
の
小
山
怖

が
川
を
せ

5ju.
め
た
た
め
、
グ
ム
の

よ
う
に
な
勺
て
水
が
ら
ふ
れ
主
し
た

均
所
以
仲
代
川
浴
場
の
大
側
山
内
と
れ
山
内

の
川
川
の
山
側
土
山
巾
の
十
数
.
い
が

山内
L
L
U
U
水
の
被
山
札
口を
交
け
ま
し
た

-
二
枚
の
写
真
は
、
抽
録
原
茂
。
貯
さ
ん

(
分
去
)
の
提
供
で
す
。

今年も「もf)っきjJ.iH
山川111)" Jイ| ・ 卜J Iが lJI1411 、 必，，(~ .s人ホー

ム村uよ!.'Uで『む 1，')"< J をLJ: L丈・ ニグ〉

"，q U，ri!fr}J! t 今~( 1)'16(111(1と、 J;Wi!1リが裂

しみL:. して L ‘る fJ ・I ~ ，- t.' ， :~も主 - 1 ‘。 1-1 1 11

15 人か、 tと i\: て ら ')~ 15(..~ そ勺 5 ました.

。
台
風
七
号
(
昭
和
例
年
)
で

別
所
温
泉
街
が
水
害
に

A
温
泉
衡
の
道
路
も
川
に
な
っ
た

』
司
大
師
湯
付
近
は
軒
並
み
床
上
浸
水
の

被
申
告
を
受
け
た

民泊やスキーで交流

オーストフリアグ)I'f 1("たちJ5人カ‘ 1) J 18 

川、 1:111 dJ i淀川i1kl，)~."J lill しました の .H 
I.t (11作 I')I(火流会的Hi~ (-~~ 11した らU入
21 11までdi1人1(/)'ぷ}{(.Iニl込i(1した り、 '1す，'i:、中|ドド':匂;

}J似j五以;己Lて1小1ド'ド.γ下:/(，とス占キr一イを!'~息決i しむむ.など会火:i流H氏Lfを~1派朱

グめ〉まし 1':'0

i

I
f
-
-
J
c
t
・
t
L
}
1

・

川川
利

司
|
川

p
q
u

f
MmdvJ可
f
.

り
町
て
し
た
八
け
に
は
れ
胤
じ
HV.

九
川
川
伊
勢
的
行
胤
と
U

靴
、
.
¥
あ
れ

.
-
じ
で
胤
氷
山
川
を
A
h
A

け
ま
し
た
・

二
台
ス
ハ
リ

Mt
L
よ
.
川
引
は

A
U川
合

・
1
4
引

14
1
3
1
・1
J
i
e

流
れ
る
ぬ
川
がム
什
凶
肌
じ
け
の
H
恥
小
・ハ米

州
で
あ
ふ
れ
た
総
子
で

す

ニ

の

水

引
け
は
、
殺
が
山
か
の
す
ぐ
近
く
で
起
き

お話

大槻学さん

(69歳・院内)

上
紙
が
法
ち
て

川
を
せ
き
止
め
た

制胸

)
で
、
身
体
障
山
乃
花
子
艇
を
む
叫
刊

れ
の
か
た
に
む
、

ニ
バ
一
け
れ
か
・
り
欽

氾
な
ど
の
辺
H
H
川
リ
引
ろ
い
か
泌
川
さ

れ
ま
す
-

今
ま
で
川
敏
外
で
し
た
が
.
ニ
の

は
ど
.
待
旅
寸
作
欽
泊
株
式
会
批
な
ど

か
・
り
、
内
町
山
間
引
け
い
れ
へ
的
川
リ
引
む

州
山
の
泌
川
拡
大
の
山
町
州
が
わ

刊
と

む
の
と
「

マ
適
用
を
受
け
る
に
は
:・

身
体
防
災
行
子
似
の
代
川、2
陥
悦
え
令

制
社
wv務
所

{内
線

1
6
0
3
，
で

一的
手
せ
て
く
に
さ
い

7 広報うえだ2，2.(9] 



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r
(幻
)4
1
0
0

市

職

員

を

募

集

-
職
穫

マ
業
初
日
川
、
技
術

U
、
庁
務
日

マ
む
食

μ
、
山
以
ほ

・
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

マ
附
初
三
十
年
間
月
二
回
目
時
に
生

ま
れ
た
人

マ
.
平
成
厄
年
同
月
一
一
口
説
先
、

トぃ
川

市
民
で
あ
る
人
、
ま
た
は
一
時
他
市

町
村
に
別
抗
し
て
い
る
が
、
官
事
政
は

上
川
市
民
て
九
る
人

-
献
験
日
、
方
法

wv
ナ一
川
八
日

ωγ
前
八
時
二
・
ト
分

円

v

一一
般
教
L
X
以
験
古
川
h

小
肌
伐
}、
州

娘
、
約
十
人
、
体
力
倹
伐

-
人
員

そ
れ
ぞ
れ
打
干
名

・
必
要
・
額

マ
巾
込
代
日

{市
役
所
総
務
ポ
い
あ
け

ま
す
}

マ
M

刷
版
円
{
市
役
所
総
修
深
に
あ
る

む
の
を
使
川
し
て
く
だ
さ
い
J

マ
仙阿
山峨珍
刷川町川

公
な
似
山
保
出
問
凶
で

公
み
し
た
も
の
申

vhハ
十

一川
切
千
添
付
の
れ
二
心
一封

筒

λ
刊
行
組
絹
川
、

あ
て
名
記
入
)

・
申
し
込
み

ニ
バ
卜
一二
H
閃
か
、りと
い川
三
日
川

ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
純
比

係

(
内
総
1
2
0
4
)
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
を
対
象
に

市
職
員
を
募
集

-
職

種

引

mm帆

・
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
ぷ
ルー
す
る
人

?〆
H
n

一H叶H
2

7ド
ド

1.ド
r
H
H
1
1目

4
2
1
a
A
'
e
m中
・
-

r

、、
"""''f，-

Jaa
，、，
N
N
W
-
-
E
''

・
E
E-
-
E

且，wh".
，E-

H
1
ま
れ
た
人

マ川
ド
成
九
午
川
川

一

u川叫
札
、
しし川

山
川
で
あ
る
人
.
ま
た
は
、

.
川
他

小
町
村
に
川口川
し
て
い
る
が
、
引
事
同
刊

は
し
し
川
市
川
凡
で
め
る
人

マ
身
体
仰山肌
川計
千
似
の
交
付
を
会
け
‘

か
ウ
、
そ
の
防
災
の
位
皮
が
一
級
か

ら
問
級
ま
で
の
人

マ
ハ
力
に
よ
り
泌
助
か
で
き
、
か
っ

介
必
者
な
し
に
机
拶
進
行
が
可
能
な

人vmh叫
に
よ
る
山
岨
に
対
応
山
M
dd能

な
人
-
選
考
目
、
方
法

マ
三
川
八
日
同
午
H

川
十
時

マ
教
主
帆
4
J
K

内角
一尚
一
小
判
札
戊
)、
ぃ
向
娘
々

k

代
、
作
文
酔
勺
応
な
ど

-
人
員

計
千
れ

-
必
要
書
類

マ
申
込
占

(市
役
所
総
務
識
に
あ
り

ま
す
)

マ
M

脱出尽
仲町
(
市
役
所
総
務
識
に
あ
る

む
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
)

マ
健
康
診
断
書
(
公
立
阪
線
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
二
円
切
手
添
付
の
白
ニ
飛
封

筒

-
AH
r小
口
述
絡

m.
あ
て
名
記
入
-

・
申
し
込
み

て
月

1
-4・け
閃
か
・
り
J

一
月
三
日
川

ま
で
民
、
市
役
所
二
階
総
務
ぷ
制
川

Mm
内
線
1
2
0
4
-
へ
巾
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

市
長
・
古
川
織
会
議
員
補
欠
選
挙

立
候
補
手
続
き
の

説
明
会
を
開
催

二・
川口
ト
八
む
に

f
ハ
記
さ
れ
て
い
る

i
m
k湿
地
干
む
よ
ぴ
市
議
会
議
れ
納
欠

逃
咲
の
よ
仙
附
納
子
ん
記
者
と
、
そ
の
関

係
者
を
対
象
に
、
逃
品
申
巡
動
と
ぷ
候

補
予印
刷
さ
な
ど
の
説
明
会
を
次
に
よ

り
泊
似
し
ま
す
。

出
席
析
は
会
ゅ
の
m

A
H
に
よ
り
、

一
ぷ
似
州
予
定
打
に
つ
き
二
名
以
内

と
し
ま
す
。

マ
と

8

ニ
バ
て
卜

一
日
榊
午
後

一
時
一て
ト
分
か
ら

(時
川
正附
叩
}
マ

と
ニ
ろ
山
役
所
問
隊
約

一
会
小
嶋
中

ー
消
費
者
の
会
L

ヘ

ご
参
加
を

上
川
市
に
「
川
代
朽
の
会
」
を
結
成

す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
前
代
行

の
会
は
、

A
U
U
が・
日
山
に
必
見
合
山

し
A
H
い
、
州川
級
交
出制
を
泊
し
て
.よ
り

・以
い
川
代
供
約
そ
っ
く
り
あ
げ
て
い

.
』
う
と
す
る
会
で
す
。

ニ
の
会
に

u
.例
代
化
hM
に
附
心

の
あ
る
山
川
な
ら
た
れ
で
む
参
加
で

さ
ま
ず
，
聞
いん
H

わ
せ
、
人
会
中
し

込
み
は
、
お
近
〈
の
別
代
弘
前
川
州
併

は
か
生
前
例川
崎
州耐
(内
線
1
3
9
0
)

へ
ご
巡
給
く
だ
さ
い
.
な
れ
料
、
次
に

三 よ
1-マ リ
ラ〉 と *i守
き 成
マ 大
と 三会
二 月を
ろ 三 間
U flii 
1.. (1;)し
日1'Fま
flU f.去す
J丘二 .
釘~ 11年

[10] 7 

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

広報うえだ2.2.

モ
ニ
タ
ー
の
泌
刊
さ
ん
に
は
、
品
川
H

川

の
沿
日
制
伐
を
わ
ね
制
い
し
ま
す

山

で
は
、
川
制
点
叫
に
よ
リ
何
ら
れ
た
件
"

デ
ー
タ
や
ご
立
は
を
今
後
の
計
い
弘
行

政
に
生
か
さ
せ
て
い
た
だ
手
ま
す

マ
応
募
資
絡

食
料
品
開
係
の
版

売
業
を
分
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
ニ

れ
に
挑
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
山
鉱
山見

の
主
婦
で
、
次
的
条
件
に
凶
該
当
す
る

人
。
①
H
H
附
の
会
議
に
出
席
で
き
る

人
(
年
三
凶
)
②
過
去
に
け
以
モ
ニ

タ
ー
を
悦
験
し
て
い
な
い
人

マ融制

務
内
容

指
定
す
る
期
間
内
に
脇
入

し
た
揃
H

聞の

n
u
b』
計
っ
て
日
体
に

い
仙
人
し
、
銀
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す

マ
募
集
人
員

ト
ニ
名

マ
謝
礼

刈
礼
金
と
記
念
品

(
検
伐
川
は
か
り

と
分
銅
}

マ
応
募
方
法

は
が
き

に
卵
似
併
サ
、
作
山
所
、
氏
名

-
ふ
リ

が
な
‘
年
粉
、
山
が
W
帆
同制
成
、
屯

r州
帰

り
を
M
山
人
し
、

一T
揃

山
内
入
子

同

l
一一

一
次
上
川
山
役
所
尚
し

ぷ
向
i
依

拠

係

へ

，
則
限
は
一て
川

J

一卜
・

uω
で
す

マ
問
い
合
わ

せ

術
工
涼
{
内
線
1
4
0
6
)



百日ぜき・ジフテリア ・破傷風
7
--h 

詔

哨古
川知

〆滑

化

川
-三種混合予防接種

})IJüにより~j' ¥・ますo 1 JJに 1JUll 111111を4島Ho

できなかっ た幼児心、 :J~iÎiiれまでf守的ると 31111で

きますぴ}て・、1;・1:1tくにさ、‘・

却しくは、 lJJlllHけ r1.ぷ械うえ1':J を..:'(i

くださ、、.

保健予防諜

(内線1374)

三浦寛美t:>ゃん

(1114'ドサ

保健コーナー

平成元年度(後期)三三種混合予防接種目程褒

商問・ 1草炭地区

城下地区

一
雌

総
て
w

筒

-
m

亀

一
東

ジフテリア・破傷風

・二種混合予防接種
!>対象 【1IUJ 1 II{州162 句 121J31U 以前に ~I'.

ま札、 ii I Jせ・5にかかゥ人幼児@4成以 l・て、三

十r<H~{;-の 1 JUI~'立・けていない幼児 ( た斤し、(00)

とら i~l!f6 1災A、11日J)"(2 JtJ J①・1"1.必11..$1・1JJ， 2 JJ 
1・潟地した:州出イ干の Uglを終 fし/'幼児②111;年 i三好町会館

11: )"J，liIJ I • '.JS. b6! L t.二州出仰)1 WI合終 fした幼児 |士》が丘公Eh
⑦.f.PilW"を1JUJとして 2111J以 UHRした幼児で、 トー 一一一 1，> 1 

1 JII 辺町会館1~ 1 ~ 
21UJがiJ"iまないう t，I-S"'lC;6かJJI・出してしまヮ 1"・ ・.-j月 |月

I._~~___ ':' .:" 120 '13 
た幼児 { ただ し 、似~tb山 71;!..6 か JJ料品l 巴竺守竺こー lä~ 8:1:1 
P後積内容 1 IUICよ3必11日か・ 8j1'j11l同1111隔で2 1宅一戸市保健センター!2 .3 • 

i{市役所南庁舎211)1月 I JJ I 
[I~I級仲 2 IIJH~ 11111冷了後、 12かJJから18か1lJ..1 1… lii li4 I 

!神川勉区公民館'目*'B*I縛川治区
内に 111I1~!d'L !>持ち物 f:j ('~.H)i T~帳、印鏡、 ! ニl
日の他 〈訓UJ ，;~ ~:U :J: ~J.~I': 111立してありけ@ IT23品市川 l峨・柑雌
r ，1J、t，ゃん「艇 のiI.:W-，・J~汀I~ よもく r きい 1...- 泡宇1t2• t 

[ JII 商社会得祉センターか創!日本IJlli!litl区
平成元年度ニ積混合予防後羽田程表 L二-ーョιl..._ー=

， I上田市保鎗センター .‘1/121i!!io . JI尻..11直下・縛科・・11
会1I名 1 ;実施 日 l対象地区 1 1 (予備臼) Iゐ |川辺・泉闘1Il区

よ国市保健センター '1回目 2月 14日刷 I _~. . _1 1 よ国市保健センター 1 4113 1 束事~. mo・中灸・北A・温図
τ~ 市内全区 I 1 (予泊則 合 |相 I1・JII融区(市役所衛庁舎2踏) 2回目 3月15日哨 卜H ・'--1 I ¥ J' .. ...， -1 

. 百Z緩種時間t草、いずれも午後11事30分から2略30分まで。
・..媛種時間は午後1&寺30分から2時30分まで. ♂駐車‘が署員いため、車はなるベ〈ごila<ださい.

平成元年度所得制限限度額褒 ケーーーーI2かてマニ かやる tt:
:P I 日 1-"1に申ろ川マた佼

(平成2年 5月分まで) ，i:| 塁 |へ同似し .とパを fて;の
や i 墓 | 文他込 111 1 ~ ':AI.憾ど 1~ 他
~， I 享 I ~!Lf み内分 昨がも 111(Iぷ
i ム | 保 IW H. I -いるのれが
i ヨ | 仙.以 士 会ミ川:t;I 話な火
i の|払J~7. J f ~，ì 11，¥ . ~ 1.1 ¥な
| 講 I ;以-..td 1・かどお '- H 
| 世 1 8 4T1-セ|んItで長イカt

1) I 杢 I @ ~阿ン分 II ~， 1;占zラ t)
l を I 2 ~ 11 タ りf)に悩 f・イ
児 I - I 0 ~ U '1マ午さみぷラSJI.
!if.l_ 10三 z と 1をつの・寸.I¥: 

神科・鐙般地区

IlliZl . l盟問i也区

対象地区

S
月
9
白
血
帽

2
月
日
日
刷
W

名

上田市{;~.センター
(市役所商Ff舎2陥)

ま‘
会

「
動
く
仙
の
健
康
相
談
L

開
催
し
ま
す

子
山
を
そ
け
る
W
H
紛
が
ル
.じ
た
人
は
.

mボ
し
て
く
だ
さ
い
.
日
ぶ
し
な
い

と
受
給
で
き
ま
せ
ん
.

マ
受
鎗
也
貝
悼
帽
者
小
ぷ
佼
人
守
川

の
児
山川
を
A
I
H

む
1
八
ぬ
よ
泊
の
川
花
氏

を
二
人
以
し
し
即
先
行
し
‘
か
勺

一
孔
の

品
川
抑
制
限
川
駅
州
出
品
川
内
に
あ
る
人

(別

表
}.
な
お
.
w
AaJγ

で
な
く
て
む
そ
の

児
派
を
V
M
ぬ
し
.

一
定
の
生
計
附
係

が
あ
れ
げ
、
受
給
弔
‘
る
州
場
合
が
あ

リ
ま
す
.

マ
手
当
の
額

二
人

"

の
削
h
h
A

に
は
川
机

.
r
h
ι
H
川、

三

人

U
以
怖
の
川
公
爪
に
は
人
に
つ
怠

川
町
制
れ

T
川
が
、
そ
の
児
治
的
小
川
下

校
入
門
f
削
ま
で
え
給
さ
れ
ま
す

マ
請
求
方
法
制
祉
課
か
各
支
所
へ
、

①
印
鑑
②
年
金
手
帳
@
金
融
機
関
の

u
晦
鴻
松

戸心
求
者
名
義
)
を
持
参

し
、
子
絞
き
か
』
マ
問
い
合
わ
せ

加
制
限

(内
線
1
6
0
8

扶必t品以 ~/ì( 子、1\ ~，ld~IJ給付

w;の欽 Jリil!T倣 1前 l!T事n
ー
{人) ( r'I'J) ( rl1li 。 1，467 3，515 

.ー -ー ー.

1，767 3，815 

2 2，067 4，115 

3 2，367 4，415 
同・圃・岡-' ー.・F・・ ー ー

4 2，667 4.715 

5 2，967 5，015 

トーーーーーー

6 3.267 5，315 

会r.ffl4J<T>人1草、所得が特例鎗付の制
限限度領内であれば受給資絡があります.

-
a司

E-

a帽
a

，
{
 

7 広毒患うえだ2.2.



上
田
市
森
林
組
合

現
業
職
員
を
募
集

山
内
の
山
林
作
活
.
受
託
業
紛
が

、
れ
な
仕
が
で
す

マ
資
格
山
1
4
以
上
で
、

日
州
市
干

の
い
帆
日
泌
免
山
川
、
ま
た
は
バ
イ
ク
免
除
川

川
持
計
年
脈
卜
八
必
以
上
五
ト
必

レ
ボ
尚
マ
募
集
人
員

vwfbh
マ

採
用
予
定
日

三
川

一
け

マ

申

込

害
類
胤
脈
々
、
他
胤
診
断
H
川
、
受

験
中
込
汗

{卜
山
本
林
凶
作
純
A
H
恨
務
所
に

あ
リ
ま
す
}

マ
申
し
込
み

二
川

「九日川
W
か
・
り
川
卜

μ
日
附
ま
で
に
、

(
十
二
月
届
け
出
九
万
)

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

し
パ
池
川
山
内
さ
ん

L
し
川
似
柳
川

六
八

路
仲
げ
ま
さ
い
さ
ん
ド
之
条
八
↑

山
山

↑
.
ニ
さ
ん

御

所

八

.

広

制

作

さ

ん

小

作

山

川

L

ハ
問

山

ド

同

列

さ

ん

必

め

M

U
ハ・ム

小
池
久
総
さ
ん
北
バ
仲
町
六
九

州

似

ト

ラ

さ

ん

新

川

九

じ

沌

之

人

代

子

さ

ん

秋

利

じ

問

山

内

川

秋

制

縦
さ
ん

山叩
込
h
h

川知
を
山
政
林
組
A
N
総
務
総
(卜山

役
所
二
階、

宮
⑫

8
2
6
6
)
へ
他

山
し
て
く
だ
さ
い
.

上
田
創
造
館

2
月
の
特
別
事
業

。
写
真
セ
ミ
ナ
ー
作
品
展

マ
と
き
ぺ
川
十
け
川
か
ら
卜
八

u川
ま
で
、
午
叫
ん
時

t
午
後
州
時

{卜
八
日
の
み
正
午
ま
で
}
マ
と
こ

ろ
し
仁
川
例
法
館
災
術
館
マ
展
示

作
品
市
内
に
は
山
中
央
公
民
館
な
ど

に
五
つ
の

vv点
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
リ
ま

八
三

紛
村
山
K
切

さ

ん

北

常

川

鈴
木
ロ
ク
」
さ
ん

l
品川川

出
山
内
川
h

け
さ

ん

川

辺

町

小

山

始

子

さ

ん

徳

一

件

h

付

加

は

や

さ

ん

ぷ

以

縦
辺
ほ
こ
さ
ん

大

M

m

制
作
時
三
さ
ん

・h

加

し入山内い
や

二

郎

さ

ん

小

氷

山

附

則

夫

さ

ん

新

川

以

的

M
W4

さ

ん

保

野

川

必

勝

子

さ

ん

柳

町

仰
山
川
栄
k

H

さ
ん
ド
小
川
伐

材
以
い
け
川
次
郎
さ
ん
紋
が
凡
州

・
ニ
ツ
ル
か
め
し
さ
ん
鈴
人

小

川

広

次

さ

ん

小

之

糸

川
刊
総
と
し
rrさ
ん
ド
州
相
川
町
川

す
二
的
交
品
計
た
ち
か
L
L
川
仰川泣

館
川
辺
で
搬
彬
し
た
作
品
約
八
十
六
…

f
e
-
-、。

を
か
4

ロ
星
空
観
望
会

マ
と
き

こ
け
て
卜
附

n川
・
二

十
行
.H
川
の
一

一州、

午
後
じ
時

1
川

八
時
三
卜
分

{川
町
川
内
に
お
総
し
く

だ
さ
い
)
マ
と
こ
ろ

k
川
例
法
航

{
M

L

L

・
-
火
体
制
附
洲
市
}
マ
内
容

h

そ
の
代
点
的
な
以
降
…
の
似
沢
や
山
円

以
川
・
以
一
-
u
b
-
縦
憎
し
ま
す

マ
そ

の
他

①
小
学
仇
以
卜
は
保
必
布
川

作
で
②
.
山
ベ

・
公
ド
へ
附
は
中
J

札
(午

後
六
時
三
卜
分
に
決
定
}

じ六じ八八七八
じIIq00-ζ JI. 

市
川
川
町
峨
さ
ん
山
中
わ
け
川

h

ハ
七

小
川
と
く
の
さ
ん
し
し
川
似
八
川

Ar
作
た

け

じ

さ

ん

ド

山

本

八

八

定
作
a

交

き

し

汁

ザ

じ

じ

-rus

--
i
d

'

i

]

 

7
1
2

、
4
L
Z
i

'

b
ヘ
H

H

P

4

・し

1
1
叫

υ
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